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 ４月２０日（月）に令和８年度の総会を行い、令和７年度の事業報告・収支決算報告をし、承認を受けました。 

そして、令和８年度の事業計画（案）と収支予算（案）についても承認を受けましたので、今年度の事業をスター

トすることができます。事業については、５つの部会（総務部、環境美化部、人権防災安全部、健康福祉部、生涯

学習部）ごとに内容を考えていただき、総会では各部長に計画案を説明していただきました。 

     竹間 洋 （ちくま ひろし） 

麗らかな春の光が降り注ぐ季節となりました。地域の皆様におかれましては、健やかに新年度を迎えられたこ

ととお慶び申し上げます。 

 さて、私たちのまちづくり運営協議会は、本格的な運用を開始してから早いもので 2年目を迎えました。昨年

度は試行錯誤の連続でしたが、皆様の温かいご支援とご協力のおかげで、着実に歩みを進めることができまし

たこと、心より感謝申し上げます。 

 2年目となる今年度は、これまでの基盤をさらに固めつつ、「より良い地域づくり」を目指して一歩踏み込んだ

活動を展開してまいります。皆様の声にしっかりと耳を傾け、この街に住む喜びを共に分かち合えるよう、誠心誠

意取り組んでいく所存です。 

 活気あふれる未来を皆様と共に描いていければ幸いです。本年度も変わらぬご厚情を賜りますよう、お願い

申し上げます。 

 昨年度より、事業については「面影地区コミュニティ計画」に基づき、部会ごとに計画をたて実施してきました

が、部会ごとの運営・事業数の違いや部会間の事業の調整や連携が上手くいかなかったなど、いくつかの反省

点がうまれました。今年度は、その反省を活かしより円滑な会の運営と事業の実施を図ります。 

 また、今年度も「とっとり県民参加の森づくり推進事業」の補助金を受けれることが決まったので、面影山の自

然と歴史を活かした事業を中心に多くの方の参加を促せる魅力ある事業を展開していきたいと思います。

１ 総務部事業計画 

活動スローガン：地域文化の振興と地域コミュニティの充実したまちづくり 

（１）地域文化の振興と伝承 

文化は，人々に楽しさや感動，精神的な安らぎや生きる喜びをもたらして人生を豊かにするとともに， 

創造性をはぐくむものである。地域文化の振興に当たっては，住民がその居住する地域にかかわらず等 

しく文化芸術を鑑賞できる機会が得られるとともに，文化芸術活動に主体的に参加し，文化芸術を創造 

していく機会を拡充することが重要である。 

①地区文化祭の開催（１０月１７日・１８日予定）    予算 300,000円 

②文化芸術を鑑賞できる機会の確保＜未定＞ 

③地域文化の伝承    面影音頭の練習会 

（２）地域コミュニティの充実と強化 

地域コミュニティは、人間性を回復して、自律型の地域社会をつくる基盤であり、人々のニーズを地域情報 

化することで、参加型の持続可能な開発につながるともされる。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8C%81%E7%B6%9A%E5%8F%AF%E8%83%BD%E3%81%AA%E9%96%8B%E7%99%BA


しかし近年、地域コミュニティが希薄となっており、改めてまちづくりの主役は地域住民であるという認識の 

もと、地域コミュニティの充実と強化を図る。 

①地域情報発信    予算 １００,０００円 

        ・おもかげだよりの発行（毎月） Ａ３からＡ４（フルカラー）に変更します 

        ・ネット広報誌のアップ（毎月） 隔月から毎月に変更します 

        ・ホームページの更新   

 ・インスタグラムでの発信 

（３）その他計画内に関する事業    予算 ５0,000円 

※予算合計  ４５０，０００円 

２ 環境美化部事業計画 

活動スローガン：住みよい環境づくりと面影山の自然・歴史を活かしたまちづくり 

（１）住みよい環境づくり 

よりよく地域の魅力を高めるためには、それらを取り巻く環境を考えることも欠かせない。極力ゴミは出 

さない、省エネルギーに努めるといった個人でできることから、地域の緑化やインフラの整備といった組織 

で取り組むことまで、多種多様である。 

     ①環境美化活動 

       ・面影山の整備（東屋の修繕、遊歩道整備、植樹、草刈り、看板設置）    予算 ７00,000円 

       ・公民館の整備（周辺整備、大掃除、ゴミ処理）    予算 ４0,000円 

（２）面影山の自然と歴史を活かしたまちづくり 

まちにはどんな魅力があるか？そして、どんな課題があるか？まちづくりは、この疑問を持つことから始 

まり、そしてまちにある宝（地域資源）探しから始めます。 

面影地区でその宝となり得るのが「面影山」であり、この宝を消失させることなく、保全・継承していくこ 

とが重要であり、まちづくりの様々な活動に活かしていく。 

①面影山ウォークの開催（４月２９日、秋）    予算 ５0,000円 

②面影山の竹等を活用した事業    予算 80,000円   参加費収入 20,000円 

   ・そうめん流し   ・竹灯籠づくり   ・ミニ門松づくり   など 

（３）その他計画内に関する事業    予算 30,000円 

※予算合計  ９００，０００円  参加費収入 ２０，０００円 

※３月に、県助成金（とっとり県民参加の森づくり推進事業）申請の審査を通過し、交付決定し、７２万円程の 

 助成を受けられることになりました。 

 

 

 



３ 人権防災安全部事業計画 

活動スローガン：人権に配慮した安心・安全なまちづくり 

（１）人権に配慮したまちづくり 

さまざまな人権問題に幅広く対応し、人権尊重の視点が反映されるよう、人権啓発活動を推進する。 

また、健康で文化的な生活の実現に向けての生活環境改善や教育分野での残された課題の解決に向け、 

地域の状況や事業の必要性の的確な把握に努め、事業を実施する。 

（２）安全で安心して暮らせるまちづくり    予算 ５０,０００円 

安全を脅かす要因による被害を最小限に抑えるためには、発生抑止や被害防止等の事前対策に加え、 

発生後の応急対応や被害軽減、復旧復興等の事後対策も含めた総合的な対策が必要である。したがって、 

リスクに対して、事前および事後対策の両方がなされている状態が安全であるといえる。 

①安全・安心啓発講演会の開催（６回程度）   

   ・防犯研修会   ・交通安全講習会   ・護身術  など 

（３）防災対策の充実    予算 １５０,０００円 

「自助」、「共助」、「公助」のうち、私たち自身にできるのは「自助」と「共助」です。一人ひとりが、「自 

分の身は自分で守る」、「自分たちの地域は自分たちで守る」という考えを持ち、日ごろから災害に備え 

ておくことが重要です。 

     ①防災フェスタの開催（１１月１５日開催予定）   ※主催：自主防災会 

     ②防災教室「減災のつどい」の定期的開催 

     ③防災資機材の整備 

（４）その他計画内に関する事業    予算 ５0,000円 

※予算合計  ２５０，０００円 

４ 健康福祉部事業計画 

活動スローガン：生涯スポーツの推奨と地域福祉の充実したまちづくり 

（１）生涯スポーツの推奨    予算 200,000円 

生涯スポーツとは、身近な生活の場にスポーツを取り入れることである。老若男女誰でもスポーツに楽 

しみを求め、健康づくりや社交の場としてスポーツを行うことが広く普及されている。 

     ①ボウリング大会の開催  ７月１１日（土） 

     ②ニュースポーツ体験、e-スポーツ体験 

（２）地域福祉の充実    予算 ５０,０００円 

地域福祉は、一人ひとりが住み慣れた地域で安心して暮らせることが目標であり、一人ひとりが自立した 

生活を送るための支援は、地域住民も含めた地域全体での支えあいの活動なくして、包括的に支援すること 



はできないので、地域住民自らも自分たちでできることは積極的に動き、支えあっていく、福祉のコミュニティ 

づくりが求められている。 

     ①敬老対象者への感謝 

（３）健康の維持・増進    予算 200,000円 

社会的なつながりを持つことは、精神的健康、身体的健康、生活習慣、死亡リスク等によい影響を与え 

ることが分かっている。また、地域とのつながりが豊かな人は、様々な人々と交流する機会や社会活動に 

参加する等のきっかけがあることから、健康状態がよいとされている。 

     ①健康講演会・体操会の開催 

     ②健康マージャン（体験・大会）の実施   参加費収入 7,000円 

     ③おでかけ健康ウォーク   参加費収入  20,000円 

（４）その他計画内に関する事業    予算 ５0,000円 

※予算合計  ５００，０００円   参加費収入  １０７，０００円 

５ 生涯学習部事業計画 

活動スローガン：子どもから高齢者までが学び・つながるまちづくり 

（１）生涯学習の推進 

生涯学習の目的はより豊かな人生を送ることであり、自分に合ったものを選択することが大切です。 

一生涯のなかで「いつでも」「どこでも」「自由に」学習機会を選択し、学ぶことができるため、生涯学習 

と呼ばれており、生きがいや人脈の形成、視野が広がり人格が磨かれるなど様々なメリットがある。 

     ①教養講座の開設   １６講座 

        ・華道池坊  ・郷土史  ・囲碁  ・どんぐりの会  ・コーラス  ・塩釜手話サークル 

        ・ピンポン教室  ・太極拳  ・自彊術  ・３B体操  ・かな書道  ・俳句 

        ・ストレッチ教室  ・パッチワーク  ・小原流いけばな・テニス 

     ②地域の仲間づくり事業（大人）   年８回程度   予算 ２２０,０００円   参加費 １００,０００円 

         おでかけ教室、ものづくり、料理教室、整理収納術 等 

（２）青少年の健全育成 

青少年が自主性・社会性や正義感・倫理観を持った豊かな人間性を育むため、多様な体験活動を経 

験できる体制の整備や青少年を取り巻く有害情報に関する問題性や注意事項についての啓発、地域に 

おける子どもの読書活動や居場所づくり等を通して、青少年の心と体への健全な発展を促す。 

     ①いきいきおもかげっ子ひろば事業（子ども） 年８回程度   予算 ８０,０００円 

         ものづくり、おはなしの会、クリスマス会 等 

     ②夏休みおでかけ教室（船上山予定）   予算 １００,０００円   参加費 ５０,０００円 

     ③やってみようでー事業    予算 ３０,０００円 

     ④子育て支援事業    予算 ２０,０００円 

（３）世代間の交流 



世代間交流とは、主に高齢者と子どもといった世代を超えた交流を指すが、それだけに限らず、学生と社会 

人などの世代を超えた交流も世代間交流と言える。子どもや学生たちにもまちづくりへの参画を促し、地域へ 

の愛着をもち、住み続けたいと思うまちを一緒に考える。  

     ①地区夏祭りの開催  ７月２５日（土）  面影小グラウンド  予算 ２００,０００円 

     ②子どもと大人のふれあい事業    予算 ８０,０００円 

         もちつき、地域の郷土料理（ちまき、おいり） 等 

     ③学生との交流    予算 １０,０００円 

（４）高齢者のいきがい事業 

地域社会は、高齢者の日常的な人づきあいや社会参加が営まれる場であり、高齢者個々人に適した多様 

な社会参加、人や地域との関わり方を可能にする柔軟な地域のあり方を検討する。 

     ①スマホ・パソコン教室  年８回程度    予算 １０,０００円 

※予算合計  ７５０，０００円   参加費収入 １５０，０００円 

 

 このように、今年度の事業を部会ごとに計画をたてていただき、事業費総予算は２８５万円となりました。 

 

＊健康ま～じゃん広場①  ４月２４日（金）  健康福祉部事業 

  昨年度に麻雀セット（台・牌）を４セット購入し、今年度は「健康ま～じゃん広場」と 

名付け、毎月健康麻雀をできる機会を設けていきます。 

 今回は、７名の方が参加され、初の役満も飛び出しました。 

＊春の面影山ウォーク  ４月２９日（水）  環境美化部事業 

  今年は春と秋の２回、面影山ウォークを開催する予定です。春の今回は、一般参加者３３名、まち運協委員等

２９名が参加し、総勢６２名が集まり大変盛り上がるイベントとなりました。 

 面影地区公民館をスタートし、毘沙門堂のお話をきき、多門杉広場を経由して山頂を目指しました。山頂では、

見晴らしを楽しんだり、ノコギリで枝切り体験をしました。その後、子ども班は面影一丁目公民館の広場と面影地

区公民館の体育館で竹遊びをし、大人班は７３号墳を巡りました。 

 全員が面影地区公民館に戻ってきて、若松シェフ特製の豚丼をお昼ごはんに大変美味しくいただきました。ま

た、「とっとり県民参加の森づくり推進事業」で楽しい自然体験のできる面影山づくりをしていることを、スライド

をつかって参加者に知ってもらいました。会が終わった後、時間のある子たちに樹名板づくりをお願いしたとこ

ろ、新しく１２枚できましたので、近いうちに取り付けさせていただきます。お楽しみに～ 
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※第８号は、５月２９日（金）にアップ予定です。 


